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論文内容の要旨
片側無限 {O，1}列α=α。αl'…と非負整数の部分集合r= {O = roくrlく… <rkーlが与えられた時、
α[η+rJ:=仇 +TOan+Tl…αn+Tk_1Cηε N)と記し、 αの7・factorと呼ぶ、この 7-factorの総数の$7 =k 
となる 7を動かした上での上限をp;(k)と記し、 αのmaximalpattern complexityと呼ぶ、 Maximal
pattern complexityは最近T.KamaeとL.Zamboniによって導入されたものでαから生成される記号力
学系のスペクトル構造を表現するものであるO さらに、これは組み合わせ論的にも面白い性質を持ってい
る。例えば、 p;(k)がk'こ関して有界であることはαがeventuallyperiodicで、あることと同値であるが、
もし、 αがeventuallyperiodicでなければ、 p;(k)ミ 2k(k=l， 2，…)となることが知られている。さ
らに、五 (k)= 2 kCk=l， 2，…)を満たするも知られている。
本論文では、 maximalpattern complexityから導かれる位相力学的な不変量についての研究を行っ
た、即ち、函二士 logp; (k)はKushnirenkoによって導入されたo Metrical sequence entropyの位
相力学的アナロジーであるtopologicalsequence entropyを与える。これがOであることの位相力学的
な性質はYeXiangdon'こより研究されている。本論文ではtopologicalsequence entropyがOとなる
eq uicon tinuousでない位相力学系のクラスを導入した。さらに、本論文では 1次元の列に対して導入さ
れたmaximalpattern complexityを2次元(N2¥{(O， 1)}またはZ2)上の列に拡張した。そして、一定
の回帰性条件の下で必 (k)はhに関して有界であるかさもなくば瓦 (k)~ 2 k(k= 1， 2，…)となること
を示した。また、 p;(k) = 2 k(k=1， 2，…)を満たす回帰的でsectionalperiodicなN2¥{(O， 1)}上の{O，
1}列αを構成した。
論文審査の結果の要旨
有限集合 A (ただし、持 A 注 2) 上の片側無限切lα=αrfllα2…と非負整数の部分集合
γ= {O = roくγlく…く γk-I}が与えられたとき、 α[n+rJ:=αn+TOan+T1000αn+rkー lと記し、 αの7-因子
と呼びその全体をFα(7)と記す。そしてmaximalpattern complexityを
p;(k) : =TrEK 帯九(r)(k = 1，2，…) 
と定義する O これについては、以下の事実が知られているo
(1)αがeventuallyperiodicで、あること、必(k)がhに関して有界であること、および、あるhに対し
て五(k)< 2 kが成立することは同値である。
(2)αがSturmian列あるいはsimpleToeplitz夢IJのとき叫 (k)= 2 k(k=l， 2，…)が成立する。
(3)αの生成する力学系が部分的に連続スペクトルをもっとき、必(k)はk'こ関して指数オーダーである。
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本論文ではこれらの結果を以下のように発展させた。
(4) 2次元の添字をもっ 2次元無限列αに対して、それがstrongly2 -recurrentなら(1)と同様の結果
が成立するo
(5) ある 2 次元Toeplitz~IJα に対して p: (k) = 2 k(k= 1，2，…)が成立する。
(6) shimpleで、ないToeplitz列αに対して、必(k)を計算し、 single，bounded Toeplitz列のαに関し
て必(k)は線形オーダーとなることが示された。
以上の結果は、記号力学系および、maximalpattern complexityの研究に新しい知見をもたらすもの
であり、理学博士の学位に値するものと審査した。
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